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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
は
市
内
経
済
や
市
民
生
活
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、

ま
た
昨
今
の
原
油
高
も
追
い
打
ち
を
か
け
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
や
道
の

方
針
を
見
据
え
な
が
ら
、
少
し
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
払
し
ょ
く
で
き

る
よ
う
に
適
時
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
名
寄
の
地
で
永
年
操
業
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
、
王
子
マ
テ
リ
ア
名
寄

工
場
が
操
業
を
停
止
し
、
こ
れ
ま
で
名
寄
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
だ
っ
た
煙
突
か

ら
の
煙
が
消
え
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
寂
し
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
し

て
工
場
や
関
連
会
社
で
働
い
た
皆
さ
ん
に
は
転
勤
さ
れ
る
方
、
名
寄
に
残
ら
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
市
内
で
の
就
職
等
の
支
援
制
度
も
作
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
く
生
活
が
安
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
関
連
す

る
事
業
計
画
が
進
み
、
ま
た
物
流
の
拠
点
化
事
業
の
調
査
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
名
寄
市
と
し
て
、
積
極
的
に
情
報
収
集
し
事
業
提
言
を

行
う
、
ま
た
は
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
運
輸
会
社
と
、
北
・
北
海
道
の
物
流
の

拠
点
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
専
門
知
識
を
踏
ま
え
な
が
ら
調
査
活
動
を
続
け
た

も
の
で
あ
り
、
工
場
跡
地
が
名
寄
市
の
新
た
な
希
望
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

議
会
で
は
次
期
改
選
期
か
ら
定
数
を
２
名
減
の　

名
と
す
る
こ
と
を
決
め
ま

16

し
た
が
、
議
会
機
能
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
、
市
民
の
負
託
に
応
え
、
信
頼
さ

れ
る
議
会
づ
く
り
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
４
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

名
寄
市
議
会
議
長　

東　
　

千　

春
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市
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ネ
ッ
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共
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新年のごあいさつ

議会日誌議会日誌議会日誌 11〜12月

11/4 経済建設常任委員会
11/10 全国市議会議長会理事会・
 評議員会合同会議（東京都）
 全国市議会議員互助会代
 議員会（東京都）
11/12 各会派代表者会議
 議会運営委員会
11/17 総務文教常任委員会
11/18 経済建設常任委員会
11/19 市民福祉常任委員会
11/22 各会派代表者会議

12/13 議会運営委員会
 総務文教常任委員会
12/15 議会運営委員会
 令和３年第４回定例会閉会
12/17 議会報特別委員会
12/22 経済建設常任委員会

11/24 士別市議会との合同研修会（士別市）
11/26 議会運営委員会
 議会報特別委員会
11/29 令和３年第４回定例会開会
 議員協議会
12/10 議会運営委員会
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令和3年 　第４回定例会 　11月29日〜12月15日

☆
名
寄
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
に
お
い
て
、
令

和
４
年
１
月
１
日
よ
り
、
出
産
育

児
一
時
金
の
支
給
額
が
見
直
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
本
市
の
出
産
育

児
一
時
金
の
金
額
に
つ
い
て
、
現

行
の　

万
４
千
円
か
ら　

万
８
千

40

40

円
に
改
正
し
ま
し
た
。

定例会で決まったこと

▽　

歳
以
下
に　

万
円
を
給
付
す
る
子
育

18

10

て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
・
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
に
か
か
る
費

用
な
ど
補
正
予
算
案
を
原
案
可
決

☆
名
寄
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
の
法
改
正
に
よ
っ
て
地
方
自

治
体
の
行
政
手
続
き
に
お
け
る
オ

ン
ラ
イ
ン
化
が
努
力
義
務
と
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
情
報
通
信
技
術

の
便
益
を
広
く
享
受
で
き
る
よ
う
、

「
名
寄
市
行
政
手
続
き
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
条
例
」
の
全
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

▽
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
、　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
の

11

29

12

15

　

日
間
の
会
期
で
開
会
。　

件
の
議
案
を
審
議

17

28

▽
開
会
初
日
に
加
藤
市
長
か
ら
行
政
報
告

▽
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
で
経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
た
「
名
寄
市
中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
委
員

長
報
告
の
と
お
り
原
案
可
決

▽
議
案
審
議
で
は
、「
名
寄
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」「
名
寄
市
工
場
立
地
法
準
則
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」「
名
寄

市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤

強
化
に
関
す
る
法
律
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
を
経
済
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託

▽　

日
、　

日
、　

日
の
一
般
質
問
で
は
、　

人
の
議
員
が
市
政
の

13

14

15

11

課
題
に
つ
い
て
質
問

☆
名
寄
市
中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

未
来
を
担
う
中
小
企
業
の
振
興

が
本
市
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
と

い
う
認
識
を
共
有
し
、
意
識
を
醸

成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
商
工
振
興
に
か
か
る
基
本

的
な
理
念
や
各
機
関
・
団
体
・
市

民
等
の
責
務
や
役
割
等
に
つ
い
て

規
定
す
る
た
め
、
名
寄
市
中
小
企

業
振
興
条
例
を
全
部
改
正
し
ま
し

た
。

主

な

補

正

予

算

主
な
条
例
の
制
定

☆
感
染
症
対
策
事
業
費

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
３
回
目
接
種
に
か
か
る
費
用

と
し
て
、
１
億
２
１
４
７
万
３
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

☆
商
工
業
振
興
費

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
か

ら
見
込
ま
れ
る
不
足
額
と
し
て
、

中
小
企
業
融
資
保
証
料
補
助
金
１

５
７
０
万
円
、
中
小
企
業
特
別
融

資
預
託
金
１
億
５
千
万
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

☆
暖
房
費
用
緊
急
支
援
事
業
費

　

灯
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
生

活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
世
帯

に
対
し
、
緊
急
的
に
助
成
す
る
暖

房
費
用
と
し
て
、
１
１
０
０
万
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

☆
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業
費

　
　

歳
以
下
に　

万
円
を
給
付
す

18

10

る
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

を
全
額
現
金
で
給
付
す
る
た
め
、

４
億
１
２
７
６
万
７
千
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

☆
な
よ
ろ
温
泉
整
備
事
業
費

　

な
よ
ろ
温
泉
サ
ン
ピ
ラ
ー
の
営

業
を
止
め
る
こ
と
な
く
改
修
工
事

を
す
る
た
め
に
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
を
整
備
す
る
こ
と
と
す
る
た
め

３
０
５
万
７
千
円
増
額
し
ま
し
た
。

☆
成
人
式
運
営
事
業
費

　

成
人
式
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、

安
心
し
て
式
に
出
席
で
き
る
よ
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

検
査
キ
ッ
ト
を
購
入
し
配
布
す
る

た
め
１
７
５
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
第
３
回
臨
時
会
が

　

月　

日
に
開
催
さ
れ
、
地
元

10

27

定
着
推
進
・
産
業
人
材
確
保
促

進
事
業
費
の
増
額
な
ど
、
令
和

３
年
度
名
寄
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

臨
時
会
を

開
き
ま
し
た

主
な
条
例
の
改
正
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議決結果

令和３年　第４回定例会議決結果　　　

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決名寄市空家等の適正管理に関する条例の制定について
令和3年
第3回定例会
付託議案第21号

原案可決名寄市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の制定について議案第１号

閉会中審査決定名寄市企業立地促進条例の制定について議案第２号

閉会中審査決定名寄市工場立地法準則条例の制定について議案第３号

閉会中審査決定
名寄市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する
法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制定について

議案第４号

原案可決名寄市財産管理委員会条例の一部改正について議案第５号

原案可決名寄市国民健康保険税条例の一部改正について議案第６号

原案可決
名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

議案第７号

原案可決
名寄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について

議案第８号

原案可決名寄市国民健康保険条例の一部改正について議案第９号

原案可決指定管理者の指定について（なよろ健康の森）議案第10号

原案可決指定管理者の指定について（名寄市畜産物処理加工施設）議案第11号

原案可決指定管理者の指定について（名寄公園パークゴルフ場）議案第12号

原案可決指定管理者の指定について（天塩川さざなみ公園）議案第13号

原案可決指定管理者の指定の変更について（名寄市牧場）議案第14号

原案可決令和３年度名寄市一般会計補正予算（第７号）議案第15号

原案可決令和３年度名寄市介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第16号

原案可決令和３年度名寄市立大学特別会計補正予算（第１号）議案第17号

原案可決令和３年度名寄市水道事業会計補正予算（第１号）議案第18号

原案可決令和３年度名寄市下水道事業会計補正予算（第１号）議案第19号

原案可決令和３年度名寄市一般会計補正予算（第８号）議案第20号

原案可決令和３年度名寄市一般会計補正予算（第９号）議案第21号

◎コロナ禍によるコメの需給改善と米価下落の対策を求める意見書

第４回定例会で次の意見書を提出することに決定しました。

令和３年　第３回臨時会議決結果

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決令和３年度名寄市一般会計補正予算（第６号）議案第１号
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総
合
計
画
第
２
次
中
期
計
画
、

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
中
心

と
し
た
主
要
施
策
の
中
間
検
証
は
。

後
期
計
画
策
定
に
向
け
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
以
外
の
手
法
は
。

 
　

総
合
計
画
の
進
捗
管
理
の
手

法
と
し
て
成
果
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

を
定
め
検
証
に
よ
る
進
捗
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

必
要
な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
を
見
据
え
た
事
業

準
備
を
進
め
て
い
く
。
後
期
計
画

策
定
で
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

他

に
、
市

民

参

加

の

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
や
市
立
大
学
生
も
含
め

た
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

策
定
し
て
い
く
。

 
　

令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方
と
令
和
４
年
度

施
策
推
進
に
向
け
て
人
材
育
成
の

課
題
は
。
王
子
マ
テ
リ
ア
跡
地
活

用
の
具
体
的
な
進
捗
状
況
は
。

 
　

令
和
４
年
度
の
予
算
は
骨
格

問答問答

予
算
編
成
で
あ
り
、
足
元
の
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
の
継
続
、
総
合
計

画
、
総
合
戦
略
の
具
現
化
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
事
業
を
推

進
す
る
。
人
材
育
成
は
定
型
的
な

研
修
を
初
め
提
案
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
王
子
マ
テ
リ
ア
跡

地
活
用
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
具
現
化
に
向
け
て
民

間
で
検
討
し
て
い
る
。
物
流
・
防

災
拠
点
化
で
は
、
周
辺
地
域
と
課

題
の
洗
い
出
し
作
業
を
進
め
て
お

り
、
立
地
の
優
位
性
を
生
か
し
た

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

命
と
く
ら
し
を
守
る

 
　

名
寄
市
心
の
教
室
相
談
員
設

置
規
則
第
一
条
に
は
、「
小
学
校

と
の
連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。」

と
あ
る
が
、
小
学
校
で
の
相
談
員

の
対
応
事
例
は
。

 
　

小
学
校
で
の
教
育
相
談
の
要

請
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
い
つ

も
、
い
つ
で
も
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
対
応
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
い
く
。

 
　

児
童
・
生
徒
の
心
に
し
っ
か

り
寄
り
そ
う
た
め
に
、
心
の
教
室

相
談
員
の
常
駐
化
が
望
ま
れ
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
の
見
解
は
。

 
　

現
在
は
、
年
間
勤
務
時
数
を

１
０
５
０
時
間
と
定
め
、
学
校
の

実
態
に
応
じ
た
開
設
時
間
を
設
定

し
て
い
る
。
今
後
、
心
の
教
室
相

談
員
の
果
た
す
役
割
や
研
修
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
再
度
検
討
し
て

い
く
。

 
　

政
策
空
家
で
あ
っ
て
も
、
住

替
え
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
適
切

な
管
理
が
必
要
だ
が
、
屋
根
の
傷

問答問答問

 
山 　
 
崎 　
 
真  
由  
美  
議
員

や
ま 

ざ
き 

ま 

ゆ 

み

市
民
ネ
ッ
ト

み
な
ど
管
理
計
画
は
。

 
　

周
辺
環
境
に
留
意
し
、
劣
悪

な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
保
全
に

努
め
る
。
入
居
中
の
住
宅
に
つ
い

て
は
、
屋
根
の
塗
装
な
ど
状
況
を

見
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
。

 
　

今
後
の
財
政
見
通
し
に
お
い

て
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

へ
の
影
響
は
。

 
　

建
設
か
ら
解
体
ま
で
を
一
つ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
公
営
住
宅

の
特
定
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。

影
響
は
な
い
。

答問答

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

 
東 　
 
川 　
 
孝 　
 
義  
議
員

ひ
が
し 

か
わ 

た
か 

よ
し

市
政
ク
ラ
ブ

中
期
計
画
の
中
間
検
証
は

心
に
寄
り
そ
う
相
談
体
制
を

王子マテリア跡地活用で新たな産業の創出を

政策空家となった風連地区瑞生団地

組
織
は
人
で
あ
り
生
き
物

く
ら
し
を
守
る
公
営
住
宅

質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

一般質問

未
来
に
つ
な
が
る
産
業
構
造
へ

 
　

名
寄
市
林
業
の
問
題
点
は
。

 
　

伐
採
ま
で　

年
以
上
か
か
る

50

産
業
と
し
て
、
人
材
の
確
保
や
育

成
が
課
題
。
森
林
環
境
譲
与
税
を

利
用
し
た
、
資
格
取
得
の
支
援
事

業
や
就
業
奨
励
金
支
給
な
ど
を
講

じ
て
い
る
。

 
　

山
林
所
有
者
の
意
向
は
。

 
　

公
的
補
助
を
受
け
る
た
め
に

森
林
経
営
計
画
へ
の
参
加
が
必
要

だ
が
、
人
工
林
の
所
有
者
の
う
ち

　

％
が
未
参
加
と
な
っ
て
い
る
。

36引
き
続
き
、
所
有
者
の
調
査
や
計

画
へ
の
参
加
呼
び
か
け
に
努
め
る
。

 
　

地
域
産
木
材
の
利
用
推
進
は
。

 
　

名
寄
産
の
木
材
は
主
に
運
搬

梱
包
材
で
利
用
さ
れ
、
建
築
用
製

材
工
場
は
無
い
が
、
名
寄
市
を
含

む
管
内　

市
町
村
と　

の
森
林
組

23

13

合
で
森
林
認
証
を
取
得
し
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
。
国
の
法
改
正
も
あ
り
、

今
後
調
査
研
究
し
た
い
。

 
　

低
炭
素
へ
向
け
た
状
況
は
。

問答問答問答問

 
今 　
 
村 　
 
芳 　
 
彦  
議
員

い
ま 

む
ら 

よ
し 

ひ
こ

市
政
ク
ラ
ブ 

　

民
間
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

計

画

が

あ

る
。
施

策

と

し

て

「（
仮
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
策
定
事

業
」
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
な

か
で
概
要
を
お
伝
え
し
た
い
。

 
　

市
内
産
業
へ
の
影
響
は
。

 
　

環
境
価
値
を
求
め
る
企
業
の

進
出
な
ど
、
宣
言
と
計
画
を
強
み

に
横
断
的
な
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
む
。

 
　

市
民
生
活
へ
の
影
響
は
。

 
　

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
標

に
協
力
を
頂
く
た
め
、
目
的
や
成

果
に
共
感
を
頂
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

答問答問答

林
業
と
山
林
の
課
題

樹齢約60年のトドマツ（市内撮影）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
と
は

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

 
遠 　
 
藤 　
 
隆 　
 
男  
議
員

え
ん 

ど
う 

た
か 

お

市
政
ク
ラ
ブ

 
　

本
市
国
保
加
入
者
の
各
種
検

診
の
受
診
率
及
び
評
価
に
つ
い
て

伺
う
。

 
　

本
市
で
は
独
自
策
と
し
て
、

対
象
年
齢
を　

歳
ま
で
引
き
下
げ

30

実
施
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
の

　

歳
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

30者
を
あ
わ
せ
た
特
定
健
診
・
健
康

診
査
の
受
診
率
は　

・
６
％
、
各

19

種
が
ん
検
診
の
う
ち
、
胃
が
ん
・

肺
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
も
対
象
年

齢
を　

歳
に
引
き
下
げ
て
実
施
、

30

受
診
率
は
、
胃
が
ん
検
診
９
・
２

％
、
肺
が
ん
検
診　

・
４
％
、
大

14

腸
が
ん
検
診　

・
７
％
と
新
型
コ

13

ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
令
和
元
年

度
と
比
べ
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

今
後
も
関
係
各
所
と
の
連
携
を
図

り
、
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

 
　

冬
期
間
の
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

名
寄
市
保
健
推
進
委
員
協
議

会
が
主
催
し
、
健
康
体
操
教
室
を

例
年
２
月
〜
３
月
に
か
け
て
開
催

問答問答

し
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り

体
操
教
室
も
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
通
年
で
開
催
し
て
い
る
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
で
開
始
し
た
新

し
い
取
り
組
み
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
が
進
む

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

他
の
質
問　

健
康
づ
く
り
の
普
及

啓
発
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
率
、
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

健康意識の向上に繋がる取り組みを
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高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消
へ

 
　

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

高
齢
者
が
ス
マ
ホ
機
器
を
使
い
こ

な
せ
る
か
否
か
で
生
じ
る
デ
ジ
タ

ル
デ
ィ
バ
イ
ド
の
解
消
の
考
え
は
。

 
　

高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ

イ
ド
の
解
消
は
大
き
な
課
題
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用

す
る
こ
と
へ
の
格
差
が
生
じ
な
い

取
り
組
み
と
し
て
「
シ
ニ
ア
の
ス

マ
ホ
教
室
」
を
開
催
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
動
作
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
方
法
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や

活
用
方
法
な
ど
、
民
間
業
者
と
連

携
し
開
催
す
る
。

 
　

地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
異
常

気
象
で
猛
暑
が
続
く
中
、
児
童
生

徒
に
快
適
で
不
備
の
な
い
学
校
生

活
を
実
現
す
る
た
め
、
小
中
学
校

に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
の
考
え
は
。

 
　

児
童
生
徒
が
良
好
な
環
境
で

学
校
生
活
を
送
る
た
め
、
エ
ア
コ

ン
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
は
暑
さ

問答問答

 
高 　
 
橋 　
 
伸 　
 
典  
議
員

た
か 

は
し 

し
ん 

す
け

公　

明
対
策
に
有
効
。
全
教
室
や
屋
内
運

動
場
に
エ
ア
コ
ン
を
早
期
に
設
置

す
る
こ
と
は
多
額
の
経
費
で
難
し

い
が
、
国
の
特
定
財
源
に
注
視
し

な
が
ら
少
し
で
も
早
く
設
置
が
で

き
る
よ
う
、
エ
ア
コ
ン
設
置
へ
の

優
先
場
所
の
選
定
や
大
型
冷
風
機

の
導
入
な
ど
有
効
な
方
法
を
模
索

し
て
い
く
。

 
　

不
安
を
抱
え
る
市
民
負
担
軽

減
の
た
め
、
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

を
。

 
　

手
続
一
覧
で
説
明
し
、
職
員

が
付
き
添
い
各
担
当
部
署
に
案
内

し
て
い
る
。
必
要
な
手
続
き
が
確

実
に
行
え
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

問答

高齢者のデジタルディバイドの
解消に「スマホ教室開催」

ス
マ
ホ
講
習
会
で
解
消
を

冷
房
設
備
で
快
適
な
学
校
生
活
を

質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を

ト
を
研
究

し
て
い
く
。

他
の
質
問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た

市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向

上

移
住
促
進
・
雇
用
確
保
に
向
け
て

 
五
十
嵐 　
 
千 　
 
絵  
議
員

い 

が 

ら 

し 

ち 

え

市
政
ク
ラ
ブ

住
を
検
討
し
て
い
る
方
に
対
し
て

の
相
談
や
情
報
提
供
、
移
住
体
験

ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
な
ど
、
移
住

前
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
そ
の

他
、
市
内
企
業
と
連
携
し
た
取
り

組
み
と
し
て
は
、
名
寄
市
移
住
促

進
協
議
会
に
お
い
て
、
企
業
の
魅

力
発
信
に
繋
げ
る
た
め
、
職
場
の

風
景
や
雰
囲
気
な
ど
が
伝
わ
る
よ

う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
て
新
た
に

企
業
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

設
け
、
移
住
情
報
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

他
の
質
問　

若
者
人
材
を
応
援
す

る
施
策
に
つ
い
て

 
　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む

な
か
、
各
所
で
人
材
の
取
り
合
い

の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
人
材
不

足
の
観
点
か
ら
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の

状
況
と
移
住
促
進
・
雇
用
確
保
の

各
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
実
績
に
つ
い

て
伺
う
。

 
　

名
寄
市
移
住
促
進
協
議
会
で

の
事
業
を
通
じ
て
本
市
へ
移
住
さ

れ
た
件
数
は　

月
末
現
在
で
Ｕ

11

タ
ー
ン
２
件
、
Ｊ
タ
ー
ン
１
件
の

合
計
３
件
４
名
と
な
り
、
新
規
で

の
起
業
や
就
業
に
繋
が
っ
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
３
件
の
子
育
て
世
帯

が
移
住
を
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
就
職
や
起
業
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
と
把
握
し
て
い
る
。

 
　

都
市
部
の
若
者
人
材
を
獲
得

す
る
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し

て
い
る
事
業
者
も
い
る
が
、
連
携

の
取
り
組
み
や
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
伺
う
。

 
　

本
市
と
し
て
の
連
携
や
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
人
材
獲
得

の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
移

問答問答
多
種
多
様
な
支
援
に
つ
い
て

窓口では各種移住の相談に細やかに対応する

※

※デジタルディバイド：情報格差
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名
寄
市
新
築
戸
建
住
宅
の
地

元
企
業
受
注
誘
導
対
策
と
地
元
中

小
企
業
の
育
成
確
保
に
つ
い
て
。

 
　

地
元
企
業
へ
の
受
注
が
減
少

す
る
中
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
「
ず
っ

と
住
ま
い
る
応
援
事
業
」
を
展
開

し
、
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
に
事

業
者
は
も
と
よ
り
、
技
術
者
の
育

成
や
安
定
し
た
雇
用
の
観
点
か
ら

高
い
効
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
特

に
、
新
築
戸
建
住
宅
の
地
元
誘
導

対
策
は
行
っ
て
い
な
い
。

 
　

地
元
企
業
受
注
誘
導
へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
利
子
補

給
制
度
の
考
え
は
。

 
　

「
ず
っ
と
住
ま
い
る
応
援
事

業
」
の
内
容
検
証
を
行
う
中
で
受

注
誘
導
策
と
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
含
め
検
討
す
る
と
し
た
。

 
　

燃
料
単
価
の
高
騰
に
伴
う
公

共
事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

 
　

除
排
雪
事
業
へ
の
燃
料
高
騰

に
よ
る
影
響
は
大
き
い
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
除
排
雪
業
務
委
託

特
記
仕
様
書
に
沿
っ
て
影
響
回
避

問答問答問答

 
塩 　
 
田 　
 
昌 　
 
彦  
議
員

し
お 

た 

ま
さ 

ひ
こ

市
政
ク
ラ
ブ

の
た
め
の
設
計
変
更
な
ど
で
対
応

す
る
。

 
　

官
公
需
に
係
る
地
元
企
業
の

更
な
る
受
注
機
会
の
確
保
に
つ
い

て
。

 
　

地
域
維
持
型
契
約
方
式
の
導

入
で
は
、
競
争
性
の
確
保
や
受
注

者
の
負
担
増
な
ど
の
課
題
と
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
導
入
自
治
体

の
活
用
状
況
な
ど
を
調
査
研
究
す

る
。

他
の
質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
運
用
と
普
及
に
つ
い
て

問答

温
浴
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

 
倉 　
 
澤 　
　
　
 
宏  
議
員

く
ら 

さ
わ 

ひ
ろ
し

市
民
ネ
ッ
ト 

　

日
帰
り
入
浴
が
で
き
な
い
期

間
の
対
応
は
。

 
　

他
施
設
へ
の
送
迎
や
代
替
施

設
の
確
保
も
含
め
て
調
査
し
た
い
。

 
　

王
子
マ
テ
リ
ア
名
寄
工
場
生

産
停
止
に
よ
る
令
和
４
年
度
税
収

へ
の
影
響
は
。

 
　

個
人
市
民
税
で
約
１
８
０
０

万
円
、
法
人
市
民
税
で
約
９
０
０

万
円
、
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産

へ
の
賦
課
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら

約
３
０
０
０
万
円
、
合
計
で
５
７

０
０
万
円
の
減
収
が
想
定
さ
れ
る
。

問答問答

市
街
地
区
に
温
浴
施
設
整
備
を

地
域
循
環
型
経
済
と
ま
ち
づ
く
り

来年3月から改修工事が始まるなよろ温泉サンピラー

新築戸建住宅

令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

 
　

公
衆
浴
場
は
健
康
づ
く
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
役

割
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
街
地
に
お
け
る
浴
場
整
備
に
向

け
立
地
適
正
化
計
画
や
公
共
施
設

再
配
置
計
画
等
に
温
浴
施
設
を
整

備
す
る
施
設
と
し
て
追
加
の
考
え

は
。

 
　

温
浴
施
設
が
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
資

す
る
施
設
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
計

画
策
定
の
中
で
拒
否
す
る
も
の
で

は
な
く
、
施
設
整
備
も
含
め
議
論

を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 
　

来
年
予
定
し
て
い
る
改
修
工

事
の
内
容
は
。

 
　

事
業
費
は
約
３
億
８
０
５
０

万
円
。
来
年
４
月
か
ら　

月
ま
で

10

の
間
は
改
修
工
事
の
た
め
温
浴
施

設
は
日
帰
り
入
浴
も
含
め
利
用
で

き
な
い
が
、
宿
泊
に
つ
い
て
は

シ
ャ
ワ
ー
室
の
工
事
が
終
了
す
る

５
月
中
旬
以
降
か
ら
は
受
け
入
れ

が
可
能
。

問答問答

市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

一般質問

サ
ン
ピ
ラ
ー
温
泉
改
修
に
つ
い
て

※

※インセンティブ：動機づけ
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女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
そ
う

 
　

コ
ロ
ナ
禍
で
Ｄ
Ｖ
が
増
加
す

る
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
が
蔓

延
し
、
差
し
迫
っ
た
人
権
侵
害
と

な
っ
て
い
る
。
名
寄
市
の
パ
ー
プ

ル
リ
ボ
ン
運
動
に
つ
い
て
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
い

た
い
。

 
　

女
性
へ
の
暴
力
や
虐
待
へ
の

関
心
を
促
し
、
暴
力
根
絶
を
訴
え

る
取
り
組
み
と
し
て
、
広
報
で
の

啓
発
、
相
談
窓
口
の
紹
介
、
市
内

商
業
施
設
と
図
書
館
で
漫
画
展
を

開
催
。
成
人
式
参
加
者
へ
性
暴
力

防
止
に
関
す
る
チ
ラ
シ
の
配
布
を

予
定
。
高
校
生
に
は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

防
止
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

た
。

 
　

Ｄ
Ｖ
な
ど
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
緊
急
避
難
場
所
が
必
要
だ
が
。

 
　

身
心
が
傷
付
け
ら
れ
、
時
に

は
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
事
案
が
発

生
し
て
い
る
。
被
害
を
受
け
て
い

る
方
を
守
る
た
め
の
避
難
所
は
必

要
。
日
頃
か
ら
関
係
機
関
と
連
携

し
体
制
を
整
え
て
い
く
。

問答問答

 
川 　
 
村 　
 
幸 　
 
栄  
議
員

か
わ 

む
ら 

ゆ
き 

え

日
本
共
産
党 

　

大
き
な
駐
車
場
や
舗
装
道
路

で
危
険
な
場
所
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
を
し
て
い
る
。
安
全
に
楽
し
む

こ
と
の
で
き
る
場
所
の
提
供
を
。

 
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
人

気
が
高
ま
る
一
方
で
、
一
部
の
愛

好
者
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
現
在
名
寄
市
で
は

「
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク
・
ス

ト
リ
ー
ト
広
場
」
で
安
全
に
楽
し

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
周
知
の
工

夫
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問　

石
油
類
の
高
騰
か
ら

く
ら
し
を
守
る
施
策
を
、
生
理
用

品
の
学
校
ト
イ
レ
配
置
を

問答

市
民
の
健
や
か
な
未
来
の
た
め
に

 
富 　
 
岡 　
 
達 　
 
彦  
議
員

と
み 

お
か 

た
つ 

ひ
こ

市
民
ネ
ッ
ト

 
　

こ
れ
ま
で
の
知
見
や
デ
ー
タ

か
ら
、
感
染
し
て
も
重
症
化
リ
ス

ク
の
低
い
小
児
を
含
む
若
年
層
に

対
し
て
は
、
接
種
後
の
リ
ス
ク
に

鑑
み
、
一
層
慎
重
な
議
論
が
必
要

だ
と
思
う
が
本
市
の
見
解
は
。

 
　
　

歳
未
満
の
接
種
に
つ
い
て

12

は
、
有
効
性
・
安
全
性
を
整
理
し
、

国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

 
　

接
種
後
の
重
大
な
急
性
期
副

反
応
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

接
種
後
の
中
長
期
的
安
全
性
が
担

保
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
、
３
回
目
追
加
接
種
に
対
す

る
本
市
の
考
え
方
は
。

 
　

接
種
の
手
引
き
や
実
施
要
領

に
沿
っ
て
追
加
接
種
を
実
施
す
る
。

適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
、
本
人

の
同
意
に
基
づ
き
接
種
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

 
　

全
国
的
で
１
３
７
自
治
体
に

拡
大
し
て
き
て
い
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
の
導
入

に
つ
い
て
、
昨
年
来
の
情
報
収
集

問答問答問

と
検
討
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

 
　

本
市
に
お
け
る
性
的
少
数
者

に
対
す
る
正
し
い
理
解
や
認
識
な

ど
、
導
入
に
向
け
た
熟
度
が
高

ま
っ
て
い
な
い
。
い
ま
は
検
討
を

進
め
る
考
え
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 
　

「
性
の
多
様
性
認
知
」の
正
し

い
理
解
を
共
有
す
る
た
め
に
、
公

開
型
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演

会
な
ど
の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

 
　

講
演
会
に
つ
い
て
は
、
男
女

共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
考
案
す
る

答問答

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
わ
っ
て

こどもたちの健やかな未来を

灯油の値上げは、くらしを直撃します

ス
ケ
ボ
ー
の
で
き
る
場
所
を

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
に
つ
い
て

質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

性
的
少
数
者
の
人
権
に
つ
い
て

際
の
候
補
に
あ

げ
て
い
く
。
今

後
も
ポ
ス
タ
ー

掲
示
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
市

民
に
対
す
る
周

知
・
啓
発
に
努

め
て
い
く
。

他
の
質
問　

ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
に
か

か
わ
っ
て
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加
藤
市
長
は
平
成　

年
の
臨

30

時
会
の
所
信
表
明
で
「
自
然
の
恵

み
と
財
産
を
活
か
し
み
ん
な
で
つ

く
り
育
む
、
未
来
を
拓
く
北
の
都

市
（
ま
ち
）
・
な
よ
ろ
」
を
掲
げ

「
人
づ
く
り
」
「
暮
ら
し
づ
く
り
」

「
元
気
づ
く
り
」
の
理
念
に
基
づ
き

約　

項
目
の
公
約
を
市
民
に
示
し

25
た
。
施
策
に
対
す
る
進
捗
状
況
、

成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

昨
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、

事
業
完
了
・
公
約
実
現　

％
進
捗

24

率
８
割　

％
。

28

 
　

「
人
づ
く
り
」

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
化
、
名
寄

市
立
大
学
の
魅
力
づ
く
り
、
市
内

高
等
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

大
学
運
営
は
将
来
構
想
の
中

で
検
討
し
魅
力
戦
略
を
実
行
中
。

産
業
高
校
跡
地
の
利
活
用
は
北
海

道
教
育
委
員
会
か
ら
「
閉
校
と
な

る
学
校
に
係
る
財
産
の
利
用
希
望

に
つ
い
て
」
照
会
が
あ
り
検
討
中
。

 
　

「
暮
ら
し
づ
く
り
」

子
育
て
支
援
・
高
齢
者
支
援
・
老

朽
化
施
設
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

問答問答問

 
高 　
 
野 　
 
美  
枝  
子  
議
員

た
か 

の 

み 

え 

こ

市
民
ネ
ッ
ト 

　

東
・
西
保
育
所
を
統
合
し
、

ニ
ー
ズ
の
多
い
３
歳
未
満
児
に
特

化
し
た
新
保
育
所
整
備
を
検
討
す

る
。

 
　

「
元
気
づ
く
り
」

中
心
市
街
地
活
性
化
・
人
材
確
保
・

不
祥
事
を
含
め
た
行
政
運
営
に
向

け
た
考
え
方
を
伺
う
。

 
　

不
祥
事
に
つ
い
て
は
心
よ
り

深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。
再

発
防
止
と
法
令
遵
守
、
適
切
な
事

務
処
理
と
丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
。

 
　

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

 
　

事
業
の
選
択
と
集
中
の
徹
底
、

財
源
を
重
点
的
、
効
果
的
に
活
用

し
将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
。

答問答問答

市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

一般質問

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

活
動
報
告

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
の
日

程
及
び
議
事
運
営
な
ど
を
協
議
す

る
た
め
、　

月
６
日
か
ら　

月　

10

12

14

日
ま
で
委
員
会
を
８
回
開
催
し
ま

し
た
。

　
　

月　

日
の
委
員
会
で
は
、
会

11

26

期
を　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま

11

29

12

15

で
の　

日
間
と
す
る
こ
と
、
一
般

17

質
問
は　

日
か
ら　

日
の
３
日
間

13

15

と
し　

名
の
議
員
が
登
壇
す
る
こ

11

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９

月　

日
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第　

27

21

号
に
係
る
委
員
長
報
告
と
、
上
程

議
案
は
、
名
寄
市
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
他　
18

件
で
、
議
案
第
２
号
名
寄
市
企
業

立
地
促
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

他
２
件
は
、
経
済
建
設
常
任
委
員

会
に
付
託
し
審
査
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
委
員
会
で
は
、
当

12

13

日
の
追
加
議
案
、　

日
の
委
員
会

15

で
は
、
定
例
会
最
終
日
の
追
加
議

案
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て
の
審

議
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
傍
聴
に
つ
い
て
は
、

再
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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冬に備え支柱立てを行った林活議連植樹箇所

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ををををををををををををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ議会を傍聴しませんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ののののののののののののののののののののの声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声ををををををををををををををををををををを市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政ににににににににににににににににににににに生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかしししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま市民の声を市政に生かしますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

定例会は
3月・6月・9月・12月の年4回、
また臨時会も必要に応じて開催されます。

蒲議場での音声を鮮明に聴くため、携帯型受信機を用意しています。
蒲傍聴する際には、新型コロナウイルス感染症対策として、受付時の検温やマスク
の着用をはじめ、間隔を空けて着席していただくなどのご協力をお願いします。
蒲本会議の開催日など、詳しくは議会事務局（☎01654-3-2111）へお問い合わせください。

財政の逼迫が明らかとなった名寄市中期財政計画
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月　

日
に
第　

回
委
員
会
を

10

27

11

開
催
し
、
名
寄
市
立
大
学
か
ら
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
施
、

助
産
師
課
程
設
置
の
検
討
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
総
合
政
策
部
か
ら
、
王
子

マ
テ
リ
ア
名
寄
工
場
敷
地
利
活
用

に
つ
い
て
「
地
域
電
力
小
売
事
業

お
よ
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
」
の
実
施
、「
Ｎ
ス
テ
」
と
決
定

し
た
Ｊ
Ｒ
名
寄
高
校
駅
愛
称
審
査

結
果
、
な
よ
ろ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
２
１
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
活
動
報
告

第　

回
委
員
会
報
告

11

整備が進む名寄高校駅　愛称は「Nステ」に決定

　

総
合
政
策
部
か
ら
、
名
寄
市
公

共
施
設
等
再
配
置
計
画
の
策
定
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開

催
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
場
の
運
営

中
止
、
補
正
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

所
管
事
務
調
査
事
項

　

第　

・　

・　

回
委
員
会
で
、

10

11

12

公
共
交
通
に
つ
い
て
「
乗
り
や
す

い
・
乗
っ
て
み
た
く
な
る
バ
ス
」

を
念
頭
に
、
協
議
内
容
を
更
に
絞

り
込
み
、
最
終
的
に
委
員
会
と
し

て
提
言
を
ま
と
め
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

第　

回
委
員
会
報
告

12

　
　

月　

日
に
第　

回
委
員
会
を

11

17

12

開
催
し
、
名
寄
市
立
大
学
か
ら
、

令
和
４
年
入
学
者
選
抜
試
験
・
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
実
施
、
補

正
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
教

育
委
員
会
か
ら
名
寄
市
内
高
等
学

校
の
再
編
統
合
（
統
合
推
進
委
員

会
・
魅
力
化
推
進
委
員
会
合
同
拡

大
会
議
）、
補
正
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　

総
務
部
か
ら
、
名
寄
市
財
産
管

理
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
、
名

寄
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
、
補
正
予
算
の
概
要
、
指
定

総務文教常任委員会

　
　

月　

日
に
開
催
さ
れ
た
議
員

11

29

協
議
会
で
は
、「
名
寄
市
総
合
計

画
（
第
２
次
）
中
期
実
施
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
」
と
「
名
寄
市

中
期
財
政
計
画
（
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
）
に
つ
い
て
」、
名

寄
市
に
お
け
る
財
政
課
題
も
含
め

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
人
の
委
員
に
よ
り

確
認
や
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
実
施
を
裏
付
け
る

財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
や
公
共
施
設
・
公
共
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
、
長
寿
命
化
へ
の
対
応

な
ど
か
ら
収
支
不
足
の
発
生
が
予

想
さ
れ
、
基
金
な
ど
の
活
用
に
よ

る
計
画
策
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
協
議
会

財政見通しについて協議した議員協議会（本会議場にて）

　

財
政
規

律
の
見
直

し
に
お
い

て
は
、
将

来
に
禍
根

を
残
さ
な

い
こ
と
が

重
要
と
の

認
識
を
確

認
し
ま
し

た
。

提案された王子マテリア敷地利活用事業

管
理
者

の
指
定

に
つ
い

て
説
明

を
受
け
、

質
疑
を

行
い
ま

し
た
。
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月　

日
開
催
の
第　

回
委
員

10

26

11

会
で
は
、
保
険
医
療
福
祉
推
進
協

議
会
地
域
福
祉
部
会
に
お
い
て
の

素
案
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
素
案
作
成
に
当
た
り
、

　

歳
以
上
の
市
民
２
千
人
に
ア
ン

18ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
回
収
率
は

　

・
２
％
（
８
４
０
票
）
で
し
た
。

40
　
　

月　

日
開
催
の
第　

回
委
員

11

19

12

会
で
は
、
素
案
の
経
過
報
告
を
受

け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
活
動
報
告

にこにこらんどがオープン！

第
３
期
名
寄
市
地
域
福
祉
計
画

　

第　

回
委
員
会
で
は
、
令
和
３

12

年
度
か
ら
７
年
度
を
計
画
期
間
と

す
る
北
海
道
交
通
安
全
対
策
会
議

名
寄
市
交
通
安
全
計
画
（
案
）

期待される第３期地域福祉計画

　

第　

回
委
員
会
で
は
、
感
染
状

11

況
及
び
感
染
対
策
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。、
第　

回
委
員

12

会
で
は
、　

月　

日
現
在
の
２
回

11

15

目
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
に
つ
い
て
、

　

歳
以
上　

・
４
％
、　

〜　

歳

65

93

12

64

　

・
１
％
、
全
体
で
は　

・
８
％

86

88

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

２
回
目
接
種
後
原
則
8
か
月
経
過

し
た
方
か
ら
順
次
接
種
券
を
発
送
。

３
月
か
ら
５
月
に
２
回
目
接
種
し

た
方
は　

月
中
に
接
種
券
を
発
送

12

し
、　

月
か
ら
１
月
に
接
種
を
予

12

定
。
６
月
以
降
の
方
は
、
接
種
券

を
１
月
中
に
発
送
し
、
２
月
か
ら

順
次
接
種
を
行
う
予
定
で
す
。
高

齢
者
の
方
は
予
約
時
の
混
乱
を
避

け
る
た
め
、
接
種
日
を
指
定
。
接

種
方
法
に
つ
い
て
は
前
回
と
同
様

で
行
い
、
高
齢
者
に
は
ハ
イ
ヤ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
す
る
予
定
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
決
定
し
た
「
第　

次
北
海
道
交

11

通
安
全
計
画
」
に
基
づ
き
、
素
案

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
令
和
３
年

　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
と

11

18

12

17

し
ま
し
た
。

市民福祉常任委員会

　
　

月　

日
に
士
別
市
議
会
本
会

11

24

議
場
に
て
名
寄
市
・
士
別
市
合
同

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
意
見
交
換
や
情
報
共
有

の
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

上
川
総
合
振
興
局
北
部
森
林
室
普

及
課
新
野
課
長
に
よ
る
「
最
近
の

林
業
情
勢
と
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て
」
の
講
演
で
は
、
森
林
が

持
つ
多
面
的
機
能
や
北
海
道
の
木

材
産
業
に
つ
い
て
を
学
び
、
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
５

月
に
開
庁
し
た
新
庁
舎
内
を
見
学

し
ま
し
た
。
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
フ
ロ
ア
完
結
型
の
コ
ン
パ
ク
ト

庁
舎
な
が
ら
も
、
消
防
庁
舎
と
連

結
し
た
作
り
で
、
士
別
ら
し
さ
と

防
災
や
環
境
に
も
配
慮
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

議

プ

会

ス

ナ

ッ

士
別
市
議
会
と
の
研
修
会多目的利用が可能な本会場にて

　

第　

回
委
員
会
で
は
、
遊
び
場

11

遊
具
の
配
置
概
略
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
遊
具
の
到
着
遅
れ
（
海

外
調
達
）
等
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン

は　

月
と
な
る
こ
と
、
愛
称
募
集

12 こ
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業

は　

月　

日
を
期
限
と
し
、　

月

10

29

11

中
旬
の
選
考
委
員
会
で
決
定
す
る

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

第　

回
委
員
会
で
は
、
愛
称
は

12

「
に
こ
に
こ
ら
ん
ど
」
に
決
定
。

利
用
時
間
、
利
用
者
、
定
員
な
ど

の
ほ
か
、
当
分
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
十
分
配
慮
し
人
数
制

限
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約

と
す
る
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
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月　

日
全
国
市
議
会
議
長
会

10

25

基
地
協
議
会
北
海
道
部
会
定
期
総

会
が
名
寄
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
、
道
防
衛
局
長
、
同
全
国
会

長
が
来
賓
と
し
て
挨
拶
さ
れ
、
当

市
議
会
か
ら
は
東
議
長
と
佐
藤
副

議
長
が
参
加
し
、
国
へ
の
要
望
や

事
業
計
画
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
総
会
に
は
議
会
初
の
取
り
組

み
と
し
て
、
議
会
報
特
別
委
員
会

の
委
員
が
取
材
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
普
段
の
活
動
の
一
部
を
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●

　
　

月　

日
に
第　

回
委
員
会
を

10

13

13

開
催
し
、
第
３
回
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
第　

号
名
寄
市
中
小

21

企
業
振
興
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
循
環
型
経
済
の
考
え
方
、

市
内
中
小
企
業
者
等
の
受
注
機
会

の
増
大
と
地
域
循
環
型
経
済
の
整

合
性
、
小
規
模
事
業
者
の
条
例
で

の
位
置
付
け
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
説
明
員
か
ら
は
、
財
を

域
外
か
ら
獲
得
し
、
流
出
し
な
い

よ
う
域
内
で
循
環
さ
せ
て
い
く
。

業
種
に
よ
り
市
内
で
完
結
し
な
い

り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
張

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
周

知
し
て
い
く
な
ど
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　

月
４
日
の
第　

回
委
員
会
に

11

14

お
い
て
も
審
査
を
継
続
し
、条
例

化
に
伴
う
各
種
事
業
の
今
後
の
考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
、
説
明
員
か
ら
、複
数
の
事
業
の

一
本
化
や
、人
材
確
保
に
対
す
る

支
援
、創
業
支
援
に
対
す
る
助
成

な
ど
を
恒
常
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
、な
ど

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。全
質
疑

終
了
後
採
決
を
行
い
、採
決
の
結

果
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
活
動
報
告

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
付
託

議
案
第　

号　

名
寄
市
中
小
企

21

業
振
興
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
産
農
産
物
出
荷
状
況

　
　

月　

日
に
第　

回
委
員
会
を

11

18

15

開
催
し
ま
し
た
。
経
済
部
か
ら
、

令
和
３
年
産
農
産
物
出
荷
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
水
稲
に
関

し
て
は
過
去
最
高
の
反
収
の
見
込

み
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業

の
実
施
状
況
、
第
４
回
定
例
会
提

出
予
定
の
補
正
予
算
の
概
要
な
ど

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

工場閉鎖後の市内経済の活性化が急務となる

経済建設常任委員会

場
合
も
あ

る
た
め
、

市
の
範
囲

を
超
え
域

内
と
し
て

考
え
て
い

く
。
小
規

模
事
業
者

も
条
例
の

対
象
に
含

ま
れ
て
お

基
地
協
議

基
地
協
議
会会

北
海
道
部
会
総

北
海
道
部
会
総
会会

取
材
し
ま
し
た

　

建
設
水
道
部
か
ら
は
、
今
年
度

の
道
路
除
排
雪
実
施
計
画
に
つ
い

て
、
名
寄
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

策
定
の
経
過
報
告
に
つ
い
て
、
名

寄
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

策
定
の
経
過
報
告
に
つ
い
て
、
第

４
回
定
例
会
提
出
予
定
の
補
正
予

算
概
要
に
つ
い
て
、
下
水
道
使
用

料
賦
課
漏
れ
に
関
す
る
調
査
結
果

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

作物毎の成果の差が大きく出た
昨年の地域農業



14名寄市議会だよりは再生紙を使用しています。

資源を大切に、ごみの減量・リサイクルにご協力下さい。

 齋  藤 　滋
さい とう

　2002年に稚内からこの施
設のために転勤を希望して来

やさしい町

 藤  吉   求  理  子 
ふじ よし く り こ

　私が働く道北クリスチャン
センターでは、1960年の設

立以来、「神を愛し、人を愛し、土を愛する」
を指針とした「道北三愛塾」という研修会を開
催し、農家さん、食に関心を持つ方々と一緒に、
学びと交流を重ねてきました。そこでは、いつ
も「誰もが十分食べることができて、生産者も
農業を継続できるためには、どうすればいいの
だろう」と、話し合っていました。
　今回のコロナ下で多くの人たちの経済状況が
厳しくなり、衣食住の課題を抱える中、市民有
志で集まり、「名寄おすそわけ愛隊」という小さ
なグループを作りました。そして、アルバイト
や仕送りが減った名寄大学の学生への食糧と生
活用品の寄付を募ったところ、たくさんの方か
ら支援品、農場のお米や野菜を分かち合ってい
ただきました。名寄は凍れる地域だからこそ、
暖かい心で協力し合う人たちが住む「やさしい
町」だと感激しました。しんどい日々が続きま
すが、これからも「小さなやさしい気持ち」を
交換して過ごしたいですね。

ました。その施設は私の予想より少し遅く
2008年にオープンしました。そう、サンピ
ラーパークのカーリング場です。カーリングは
今でこそよく知られるスポーツになりましたが、
その時はまだ私レベルでも「オリンピックを」
なんて考えられる時代でした。じきにそんなこ
とは無理であると気が付いた訳ですが、カーリ
ングというスポーツはなかなか面白く続けてい
ました。そうするうちに、カーリングはゴルフ
などと同じように「シニア」という括りがあり、
それで世界一を目指そうということになり、実
はこのコロナ騒動の1年前の2019年に日本の
大会で優勝して世界大会に参加しました。その
結果は予選リーグ敗退で、その結果から推察す
ると世界でおそらく15番目くらいの実力だと
思っています。まだ普通に働くことができてい
ますし、世界一になるまでは頑張ろうと思って
います。

名寄の素晴らしい施設

編

集

後

記

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
変
化
等
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
に
明
け
暮
れ
た
一

年
で
し
た
▼
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
一

人
ひ
と
り
様
々
な
立
場
に
お
い
て
、

ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す

▼
日
々
変
化
し
続
け
る
社
会
情
勢

に
対
応
す
る
こ
と
は
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
精
神
的
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
や
リ

モ
ー
ト
会
議
な
ど
、
新
し
い
社
会

像
や
社
会
的
価
値
観
を
も
た
ら
し

ま
し
た
▼
こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で

当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
常

識
と
捉
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

疑
問
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
▼
最
後
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終
息
と
経

済
の
回
復
を
願
う
と
と
も
に
、
私

た
ち
名
寄
市
議
会
議
員
は
今
任
期

中
の
３
年
を
終
え
、
残
り
の
１
年

間
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す

る
べ
く
議
員
活
動
に
邁
進
い
た
し

ま
す
。

（
三
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　少林寺拳法は子どもたちを中心に25名で毎週火曜日

と金曜日に、名寄市スポーツセンター2階格技室で活動

をしています。少林寺拳法の稽古や様々な年代の人との

関わりを通して、それぞれの年代に応じた挨拶や礼儀を

学ぶ場になっています。子どもにとって時に大人から注

意される光景もあり、昔は当たり前にあった貴重な機会

になっています。

表紙の写真は「少林寺拳法少年団」です。
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